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止められない喜び（ルカ18:35-43)
私たちがこの世を生きていく中で知恵のある人でなければいけないと思います。本当に賢い人、賢さとは何でしょうか。いろいろなことが言えるのでしょうが、捨てるべきもの、捨ててはいけないものをきちんとわきまえて識別できることではないでしょうか。すみやかにあきらめるべきものがあって、なにがあっても絶対にあきらめてはいけないものがあります。そのようなことがなんなのかということをよくわきまえることができる人が賢い人であり、また世の中で勝利者として生きていける者ではないでしょうか。その区分ができたときに、そこから真の勇気が生まれます。絶対、あきらめてはいけないものに対してチャレンジをし、すみやかにあきらめるべきものはすぐに捨てる、それが勇気です。その勇気によってその人の人生は勝利へと導かれるようになるものです。そのことを念頭に入れ、私たちになにをあきらめるべきなのか、また絶対にあきらめてはいけないものはなんなのかということをよく聖書をとおして教えられたいと願います。
今日の聖書の箇所はとても有名な出来事です。イエス様が3年間の地上での働きをだいたい終えられる頃、エルサレムに向かっていらっしゃいました。これがエルサレムに向かって行く最後の道のりです。ここからエルサレムに行きますと、そこでまた他の地域や地方に戻って歩き回るようなことはありません。もうしばらくあと十字架にかけられるということでエルサレムに向かっていらっしゃったのです。そのときにエリコという町を通るようになりました。そのエリコという町に長い間、目の見えない障害を抱えている人が道端で自分のいのちのために、生計を立てていくために物乞いをしていました。長い間、ずっとそのような生活が続いていました。目は見えません。そこへ音が聞こえてきてなにか騒いでいるような感じがしたので聞いてみました。「どういうことなの？なにごとなの？」と尋ねると、ある人がその人にこのように答えます。「ナザレのイエス様がそこを今通っていらっしゃるのです」とお話をしました。すると、その人はこれっぽっちも迷わないで、なにか今まで待っていたかのようにすぐさま大きな声で「ダビデの子のイエスさま。私をあわれんでください。」と叫びました。見えないから余計に大きな声で叫ぶしかないでしょう。「ダビデの子のイエスよ。私のことをあわれんでください」。すると、イエス様と一緒に歩いていた大勢の人の中で先頭にいた人々と言われているので、たぶん弟子たちだと思いますが彼らがその叫んでいる盲人に向かって彼を黙らせようとし人々がたしなめたと書いてあります。「黙れ。うるさいよ」と言いました。それにもかかわらず聖書を見ると、たしなめたが、盲人は、ますます「ダビデの子よ。私をあわれんでください。」と叫び立てた、叫び続けていました。聖書には「ダビデの子。私をあわれんでください。」と言われているのですが、これをずっと続けて叫んでいたでしょう。「黙れ。うるさいよ。だめなのだよ。なにを言っているのか」と言われたにもかかわらず、それにかまいません。「ダビデの子。イエスよ。私をあわれんでください。」「ダビデの子。イエスよ。私をあわれんでください。」と叫ぶことを止めなかったと書いてあります。そこでイエス様が立ち止まって彼を連れてくるように命じられます。そして、彼に聞きました。「わたしになにをしてほしいのか」この人は迷わないで即答しました。「目が見えるようになることです」イエス様が彼に言いました。「見えるようになれ。あなたの信仰があなたを治しました」するとすぐに彼の目が見えるようになり神様を賛美しながらイエスさまについて行ったと書いてあります。もちろん、目が見えないとイエス様ではないのかというとそういう意味ではありません。彼が目が見えるようになりたいと言っているのはどこか痛いから「癒してください」というレベルではありません。彼にとって目が見えないというのは一生の課題であり、その時代、周りからは「これは呪われた人生で神に捨てられているものだ」と言われるほどで「この者の人生、この運命から救ってください」という意味です。その一番象徴的なものが彼にとっては目が見えないことでした。それでイエス様は「あなたの信仰があなたを治した。あなたを救った」とおっしゃり、彼は人生が180度、イエス様によって変えられるようになりました。ものすごくいろいろな妨害があったにもかかわらず、この盲人の人はイエス様に叫ぶことを止めませんでした。叫び続けたという話です。なぜこの人はこのようなことができたのでしょうか。ある意味では勇気ともいえるし、あるいは切実な思いでもあるし、何ごとにも何ものにも構わないで叫び続けたということです。
なぜこのようなことができたのかというと、彼は以前、イエス様の噂を耳にしていました。なにも知らないのにいきなり「イエス様」と言うはずがありません。噂を聞いていました。彼は適当にやるべきものと、絶対にあきらめてはいけないものがなにか分かっていました。そのイエス様が自分の前を通るというお話を聞いて、彼はよく分かっていないでしょうが実はこれが最後の機会です。ここを通ると再び戻ることはありません。そのようなチャンスというか、タイミングが許されていたのです。なぜ彼はこのように「黙れ」と言われたにもかかわらず、いろいろな障害、妨害があるにもかかわらず止めなかったのでしょうか。彼は今自分の目の前を通っていらっしゃるイエス様がどのような方なのか正しく分かっていました。本当にイエス様がどのような方なのか正しく分かっていれば絶対にイエス様を呼ぶこと、呼び続けることをあきらめることはできません。なぜあきらめるのかというと、いろいろな邪魔があるからでしょうが、もっと根本的な理由はイエス様のことが正しく分かっていない、絶対、イエス様を呼び続け、叫び続けることをあきらめてはいけないし、止めるわけにはいかないという方であることが分かっていないのです。ある人は「私は小さい頃、教会に通っていてそのときは一生懸命頑張って良かった。でも今はもう教会からも信仰からも離れて昔が懐かしいな。そうなれればいいな。昔はよかったのに」と言う人が結構います。でも、なぜ離れたのでしょうか。それは絶対になにがあっても離れてはいけない、その理由が見つかっていなかったということでしょう。そのままなにかの理由で一生懸命頑張っていただけであって、なにがあっても絶対にイエス様から離れてはいけない、イエス様を呼び求め続けることを止めることはできないという理由が見つかっていなかったのです。そこに早く気が付かなくてはいけません。そうなると様々な理由によって結局はあきらめてしまうようになります。あきらめてよいものと絶対、あきらめてはいけないものがあります。特にイエス・キリストを呼び続けること、イエスさまに求め続けること、それはなにがあってもあきらめてはいけません。理由がありません。なぜでしょうか。イエス様はこの世の中において自分の人生の中で唯一の一つしかない希望だからです。2、3個あればイエス様のことはあきらめて、また別の道に行けばよいでしょうが、残念ながら、あるいは幸いなことに道はいろいろあるわけではありません。こっちの宗教にも道があり、あっちの宗教にも道があり、キリスト教もその素晴らしい一つの道なのだという話はすべてでたらめです。だれかがどこかが悪いという意味ではありません。この人類に、ひとりひとりの人間に希望になるのはイエス・キリストしかありません。唯一です。ですから、このイエス様を離れると他には希望はありません。だから、気持ちがどう変わろうが、状況がどう変わろうが、なにがどう起きようが関係なくイエスは絶対に離してはいけません。イエス様のことを本当にそのように理解できていれば、この盲人のようになにがあろうがあきらめずにずっと「イエス様、イエス様」と叫び続けるようになるでしょう。

皆さんは今聖書を手に持っていらっしゃいます。この聖書は旧約と新約と二つに分かれています。旧約は結構、分厚いものです。それはイスラエルを中心にした周辺国と歴史の内容が書かれているものです。でも、その旧約の結論はなんでしょうか。いろいろなことがありました。素晴らしい人が、指導者が立てられたときもあるし、また災いや災害に遭って、ものすごく痛い目に遭った経験もあるし、それから、神様の奇跡を見たこともあります。いろいろな宗教的な思いで一生懸命頑張ったこともあります。それぞれ神様から与えられました律法を握って暗記しながら徹底的に守ろうと頑張って努力もしました。あらゆる人がやれるようなことは全部書いてあります。それにもかかわらず、人間はだめだったというのが結論です。つまり、旧約による結論は絶望です。希望がまったくありません。自分自身を見ていても、周りを見ていても、政治家、学校、社会、どこを見ていても希望はありません。それが結論です。それから、ひとりひとりの人生をふり返って、その人生のストーリーを率直に見てみると結論はなんでしょうか。絶望です。道がありません。どうにか幸せな人生になろうと、どうにか人生を新しく変えようと、いろいろな工夫をしたでしょうが本当に変わるのでしょうか。本当に真の幸せが手に入るのでしょうか。ありません。みな勘違いしているだけです。だから、人生の結論がなにかと言うと、人それぞれいろいろな人生があるでしょうが結論は絶望です。そこで神様が神様以外には希望がないので神様がイエス・キリストを送ってくださいました。イエス様というのはその絶望というベースをもって与えられた方です。「それなしで私はある程度できるものだし、ある程度頑張ればいいよ。イエス様が加えられるともっとよい人生になるだろう」という考え方はまったく間違いです。もし、希望がこれっぽっちでもどこにでもあるとすればイエス様はこの世に来られる理由はありません。「その希望に走りなさい。その希望をつかみなさい」と言われるでしょう。でもどこに行ってもなにをしても希望はありません。絶望です。皆さんは人に期待してがっかりし失望した経験だらけではないでしょうか。それは人が悪いからではありません。元々、そこには希望がありません。絶望しかありません。この社会を見ながらがっかりし絶望したことはあるでしょうか。その絶望に捕らわれていてはいけません。元々、そのようなところです。元々、希望などありません。皆、勘違いしているだけです。だから、神様はひとり子、罪のないイエス・キリストを真の希望として、救い主としてこの世に送ってくださいました。それしか道がないので。聖書はすべての人は罪を犯したのでと言っています。例外はありません。それを実感して、それを納得してうなずくかどうかの違いだけです。この盲人は外見的にいろいろな人生の辛い思いなどをとおして、絶望というのがしみじみ分かっている者です。希望がまったくなかった人にイエス様の噂が聞こえてきました。「なるほど、これだったのだよ。これしか希望がない」と悟って思っていた彼ですが、盲人で見えないし、助けてくれる人もいないし、そんな中で人間的にたまたまでしょうが自分の目の前をその唯一の光、唯一の希望と確信していたイエスが通ると聞いたので他には何も見えません。元々、見えない人間ですが、なにも構わないで「イエス様。あなたしかありません。私を助けてください」と叫ぶしかないでしょう。皆さんだったらどうしますか。まだまだどこかに希望があるのでしょうか。イエス以外に希望があるでしょうか。イエス様は唯一の希望です。だから、そのイエス様を呼び求めることは何があってもあきらめるわけにはいきません。理由がありません。宇宙の中に理由が存在しません。これが歴史の物語であり聖書の訴えです。そこから人生は変わります。そこから暗闇が消え去って新しい人生、光の人生がそこから始まります。皆、教会に通っていながら、ときには「イエス様、イエス様」と言いながらもイエス様がどのような方なのかがよくわかっていないのではないでしょうか。唯一の希望です。唯一なので２、３がありません。他に一緒に並べられるようなものがありません。すっきりきれいさっぱりイエスしかありません。なにを見るのでしょうか。どこに行けばよいのでしょうか。行くところがありません。道が一本しかないので、だからそこしかありません。言葉を変えますとイエス様は唯一の希望であり、絶対的な希望です。ですから、離れるわけにはいかないし、止めるわけにはいきません。イエス様は絶対的です。
それから、表現が少し誤解を招くような要素がありますが、イエス様は最後の希望、終末的な希望です。英語で言うターミナルコースです。ですから、他に行くべきところがないので、なにがなんでも、頭の悪い人間なのか、賢い人間なのか、心穏やかな人間なのか、ものすごくあれている人間なのか関係なくイエス以外には行くところがありません。

それがイエスです。イエス様は唯一キリストです。だから、彼は状況的にも最後のチャンスです。エリコを通ってエルサレムに行かれるともう二度と自分のところに戻ってくることはありません。つまり、彼にとって最後の最後のチャンスです。イエスは最後のターミナルコースです。イエスの他にまた次に何かがあったりすることはありません。彼はイエス様がこのような方だと分かっていたので、無知な人であまり勉強もできなかったでしょう。社会的に優遇されたこともないし、人に認められた経験もないかもしれません。そういったことは一切関係ありません。イエス様のことが本当に分かったのであれば、すべてに構わずいつでもイエス、どんなときでもイエスを呼び求めることを止めるわけにはいきません。

それから、だれも止められません。イエス様への信仰というものはだれにも止められないし、自分からも絶対に止めるわけにはいかないものです。それがイエス様を信じる信仰です。実際はこのことによって人生が助かり、人生に新しく革命が起きるということをサタンがよく分かっているので、これができないように邪魔します。いろいろなことをとおして障害物を立て妨害します。このように人生の中にはイエス様への信仰を妨害することが数多くたくさんあります。でも覚えていてください。どんな理由であれ、どんなことであれ、どんな妨害であれ、それはイエス様を信じる信仰を止める理由にはなりません。もう一度言います。どんなことでも。英語ではAnything、Everythingです。理由がありません。細かくいろいろなことを考えることもありません。それは二の次のことであって、とにかくイエス様を信じる信仰、イエス様を呼び求めることをストップさせるような、それにブレーキをかけるような理由は宇宙に存在しません。約束として心に覚えて、皆さん自分自身に少し当てはめてみていただきたいと思います。見事に私たちは自分の内側から自分自身の中にそれを止めてもよい、止めるようなものがあるかのように思います。ものすごく自分自身が弱い者で、自分が失敗したから、とても無能な者なので本当にみじめです。この盲人のように「だから私にはそのような資格はないし叫んでみても仕方がないのではないか」と思うような要素が自分の内側にたくさんあります。でも、それも理由になりません。逆に言いますとだからこそイエスを叫ばないといけません。それなのにサタンに見事にやられて、自分の中でいろいろな理由を取り上げてイエス様から離れてしまいます。信仰から遠ざかってしまいます。それにプラス、また外部からの妨害がたくさんあります。今日の聖書に出ている盲人に対しても周りの人が差別の先入観をもってこの人に「黙れ」と言いました。そのように周りからの様々な先入観、あるいは実際に迫害されること、またクリスチャン、信徒を見て、教会を見て「なんでそんなことがあるのか」というようにつまずくような試みられることがたくさんあります。そのことによって「私はもう教会は止めました」と言う人が意外と多いです。でも、それはつまずくようなことがあったから離れたわけではありません。今回もキャンプをしながらそのような人にたくさん会いました。「だからもう見たくもないよ。そんな人間のいる教会などは信じられません。教会がなぜそのようなことをするのか」もちろん、そのようなことをきちんと参考にして直すべきところは直したりしないといけないでしょう。でも、彼らがイエス・キリストから離れた理由はイエス様がどんな方なのか分かってなかったので、絶対にどんなつまずきがあってもそれが離れる、またイエス様を呼び求めることを止める理由にはならないということが分かっていなかったということです。絶対的な理由があるのに分かっていませんでした。なぜ歴史は絶望という結論にたどり着き、私たちひとりひとりの人生も、結局はどう考えても深く考えても浅く考えても結論は絶望です。なぜでしょうか。それが人の罪であり罪による霊的な問題、運命の力に捕らわれているからです。暗闇の世界に捕らわれているからです。それは世の中にあるどんなことでも解決できません。だから絶望になります。良いものを悪いというわけではありません。ただどんなにすごいことでもこの人生の問題の解決には役に立ちません。それでイエス以外には希望がありません。周りから何を言われようが「あなたがたは独善じゃないか」と言われようが皆さんの中ではこの結論をはっきり持っていなければいけません。それでもイエスだけです。それでもイエスを信じるしかありません。それでもイエスに行くしかない、イエスを求めるしかない、イエスを呼び続けること以外にはない。その理由が私にはあると。いろいろ妨害するものがたくさんあるにもかかわらず、それは理由になりません。

もう一度申し上げますがこの盲人のように私たちが大きな声で叫ぶかどうかといった物理的な話はまた別です。彼は今そのような状況だったので。でも、はっきりと覚えていてください。だれにも止められません。自分からも絶対にあきらめることはできません。止めるわけにはいきません。なにがでしょうか。イエス様を呼ぶことです。なにをすればよいのか。本当に人生が何なのかわかっていれば、そして、私たちが目に見える世界だけでなく、その背後に目に見えない本当の恐ろしい世界があることが分かっていれば、イエスさまの御名を呼ばないわけにはいきません。ノンクリスチャンが一番やるべきことはイエス様を呼んで信じることであって、クリスチャンがやるべきことはなんでしょうか。だまされないでイエス様の名前を呼び続けることです。それしかやるべきことがありません。でも、私たちは様々な理由でそれを止めてしまいます。今日の聖書をとおして「それは違うのだ。なにがなんでも、どんな理由があろうがすべてを退け消してイエス様を呼び続けようではないか。私は死ぬときまでイエス、イエス。イエスで生きていく」と決心してください。それが生きる方法です。この人は止めないでイエス様を呼び続けた結果、イエス様が立ち止まって彼に聞きました。彼は結局、イエス様を信じることによって「あなたの信仰があなたを救われた」と言われたように、イエス様を信じる人には真の救いの祝福が与えられます。イエス・キリストを信じる者には真の救いの祝福が与えられます。それは目が見えるようになっただけのことではありません。彼はさっきも申し上げましたように、根本的に運命に捕らわれています。そこから解き放ってくださいという要求でした。イエス様を信じる者は罪と死の原理からその瞬間、永遠に解放されます。これを救いと言います。イエス様を信じる者は信じたその瞬間、神が聖霊をとおしてその人の中に永遠に宿る、神の神殿と呼ばれる人生に、そのような存在に変えられます。神がともにおられるだけではありません。イエスを信じてその人が真の祝福を受けたということは、イエスを信じた瞬間、天にある霊的なすべての祝福がその人にそそがれて、その人のものになっているということです。救いというものはイエスを信じたその瞬間、死んだあと永遠の天国に入れられるように保証されているということです。何と素晴らしいでしょうか。あきらめるわけにはいきません。
それから、もっと大切なのはイエス様を信じる人は救われますが、それは信じたその瞬間から神の御前に召されるときまで、この地上にいる間にその人に神の国が現れ、その人をとおしてこの暗やみの世の中に神の国が現れて輝くようになるという主人公、主役として立てられるようになります。これが救われたということです。いつからでしょうか。イエス様を信じたその瞬間から。ただイエス様を信じている方々が気づいていないだけです。それから、イエス様を信じることが救われることなのですが、救われたということがどういうことなのかわかっていないだけです。

そして、この地上に神の国が臨まれる立役者みたいなものになりますが、そのためにイエス様を信じる者に与えられる救いの祝福がなにかと言うと、その人にクリスチャンひとりひとりに聖霊のバプテスマが与えられるようになっています。これが救われたということです。どんな邪魔があれ、どんな弱さがあれ、まったく関係なく必ず勝利できるようになる秘密、それが聖霊のバプテスマです。救われたというのは聖霊のバプテスマに預かることができるということです。イエス様を信じたその瞬間から変わります。それで聖書は一言でこう書いてあります。だれでもイエス・キリストのうちにあるものは古いものは過ぎ去ってすべてが新しく変えられている、これが救われたということです。今日の聖書に出ている盲人はイエス様のことを正しく分かったがゆえにイエス様に叫び続けました。イエス様のことを求め続けました。いろいろな邪魔が入り「黙れ。うるさい」と言われたにもかかわらずお構いなし、呼び求め続けました。そして、その人は真の救いの祝福に預かるようになりました。人生が根底からひっくり返され新しく変えられました。その人のこのあとのお証しが聖書に書かれていればよいのですが書いてありません。しかし、非常に証しにあふれる人生を歩いて行ったでしょう。これがイエス様を信じるということです。

では、イエスさまを信じる、呼び求めることがそのようなことであれば、このメッセージを聞いているレムナント教会のひとりひとりは皆さんの内側で吟味して問いかけてみてください。ただ、形式的にマンネリ化して信仰生活をするのではなく、実際に自分は本当にイエスの名前を、御名をいつでも呼び求めているのか。あるいはイエスの名前を呼んでいないとすればなにが、イエス様を呼べないようにする理由なのか、吟味して見つけ出してください。それで自分の内側で理由がどのような理由であれ、今自分で聞いてみれば分かるのではないでしょうか。「イエス様。私は本当にイエス様を呼んでいるのか。イエス様を叫んでいるのか」と。そうでなければなぜ、なにがそうさせないのかよくよく考えてみてください。メッセージは聞いて少しでもまじめに考えようとするだけで奇跡が起こります。つまり、皆さんの人生に奇跡がないというのはメッセージを聞いて少しでもまじめに考えようとしないからです。聞くのはよいのです。考えようとしないのです。聞いたならば考えましょう。イエス様を呼び求めることを止める理由などは存在しません。これがメッセージであれば、自分自身のことをよく吟味して自分はイエス様のことを常に呼び求めているのか、そうでなければ心配事があるから、つまずいているからなのか、人につまずいているからなのか。あるいは大変な問題が目の前にあるからなのか、あるいは自分の中にどうしても変わらない、治らないなにかの問題、病気があるからがっかりしてイエス様のことを呼ばないのか、何か理由があると思います。それを吟味して見つけ出すようにしましょう。そうすると、この1週間が皆さんの人生のすべてを変えてしまう祝福のときとなります。そこからいつもスタートです。それでその理由が見つかったら、自分で「なるほど、そうだったのか」と分かったら今、までは当たり前だったそのものを全部消してください。大胆に消してください。それは理由になりません。イエス様を回復しないといけません。イエスを回復しないといけません。それでそれを回復して、これからは決心してください。また実践してください。いつでもどんなときでも何があろうが休まずにあきらめずに止めないでイエスの御名を呼び続けるようにしましょう。それを習慣にしていきましょう。朝起きたらまずイエス様を呼び求め、なにかの問題があったときに「なんでだろう」と考える前にまずイエス様のことを呼びながら、どんなにひどいことがあっても、どんなに絶望的な失敗があったとしても、それに抑えられないで、そのためにイエス様を呼ぶことをそこで止めたりあきらめたり忘れてはいけません。なにがなんでもイエスを呼ばないといけません。これがメッセージです。宇宙にイエスを呼ぶことを止めるような理由は存在しませんということを契約として握っていてください。それなのに、よくもよくも止めるのではないでしょうか。ですから、いつでもどんなときでも優先にして、また常にイエスの御名を呼ぶクリスチャンになりましょう。そのような習慣を身に着けてそれを実践していきましょう。理由がありません。「でも、先生」だから、その「でも」がありません。イエスの前では「でも」がありません。「しかし」がありません。その前にイエスです。理由があるから。唯一絶対的です。やってみてください。そうするとそこから新しい世界が始まります。そういう意味でイエスの御名を優先にして常に先にイエスの御名を呼ぶようになりますと、そこにはイエスの中にある救いの祝福が皆さんを待っています。それに先にふれないといけません。皆さんの失敗の前にまずイエスの中にある素晴らしい救いの祝福にふれないといけません。だから、イエスを呼ばないといけません。気持ちがついて行くかどうかは別にして、イエスをとにかく呼ばないといけません。これが知恵です。そのような人は賢い人です。イエスを呼ぶ前にいろいろな文句があるのはだまされていることです。理由がないです。もう一度、10回でも100回でも言います。理由がありません。無条件です。これが勝利の人生です、今までどうだったでしょうか。良く考えてみてください。イエスを呼ぶ前にいろいろな文句、理由、内容がいっぱいついて来ます。人生そんなにたやすいものではありません。そのようなことと仲良く相談したり遊ぶような余裕はありません。今もサタンは働いています。今も悪霊による世界は動いています。イエスを呼ぶしかありません。私たちに希望、助かる道はイエスしかありません。イエス、そこに救いの祝福がしっかり見えてくるようになればそこから正しい選択ができるようになります。だから、イエスを止めるわけにはいきません。今日からそのことを決心してください。なにがなんでも、イエス。前にもお話したようにタラッパンの初期のころ、男性より女性の方が感情的ですく興奮しやすい体質の方々なので、韓国のおばさんたちがメッセージを聞いたあと、なにがなんでも、「イエス・キリスト。キリスト。キリスト」と言うので私は理にかなわないと思ったり、そういうことがまったく合わない者なので「気に食わないな」と思っていました。それはたぶんまだまだ本当にキリストが分かっているというよりは不安で恐怖心をまぎらわすような感じだったのですが、そのようなレベル、意味ではなく私たちは正しく意味が分かってから心から、ときには声に出してでも良いのですがいつでもイエス、イエスでないといけません。一番真っ先に優先に、また常にです。イエスの御名を呼ばなくてもいいような状況はありません。そんな日はありません。「今日は火曜日だからイエスの御名を呼ぶのを休みにしましょう」ということはありません。伝道学校はお休みがあってもイエスの御名を呼ぶのに休みはありません。約束です。呼び続けないといけません。そうすると救いの祝福が見えてきて、それに先に触れないといけません。私たちはそれに先に触れる前にイエスを呼ばないから、他のものに、私たちの過去の体質に先に捕らわれてしまいます。1回捕らわれるとそれがだめになるまでは話をしても入らないし聞かないし、もう仕方がありません。待つしかありません。だから、牧師としては辛いです。待つというのは失敗するのを待つのです。失敗して戻ってくるのは来るのですがもう見えるのです。そうならないで常に優先にしてイエスを呼ぶようにしてください。とても信仰生活は簡単です。それを邪魔しようとしているものを全部カットすればよいのです。どんなにすごい理論でも全部カットしてください。これをまとめて皆さんに提供したのが聖餐の告白です。聖餐の告白の文章は短い文章なのですがそれを止めないで告白し続けてください。そこはイエス様のことを呼んで、それからイエス様にある救いの祝福が何なのか、だから私は幸いですよと言うところまで全部そこには入っています。それを逃していてはいけません。忙しいからそれを後回しにする。そのような理由になりません。ものすごく大変な問題があるから聖餐の告白は今週は止めますというものではありません。逆にだからこそ呼ばないといけません。だからこそ告白しないといけません。2部の礼拝でもそのような話をするでしょうが、私たちがそれでだめだと思っていた、それを逆に全部だからこそやらないといけないというようにチェンジしないといけません。聖餐の告白、イエス様の名前を呼び続けること、盲人の気持ちになってなにがあろうがなんと言われようがどんな邪魔があろうが全部お構いなし、全部消して呼び続けてください。必ず救いの祝福の勝利を見るようになります。必ず見るようになります。あなたの信仰があなたを治したという宣言を見るようになります。

そして、いつまでこの告白を止めないで続けるべきなのかというと、使徒の働き1章6節、8節が本当に自分の胸にしみじみ伝わってくるまで告白し続けてください。だから、それはあなたがたは知らなくてもいいよ。オンリー聖霊が臨まれると。聖霊があなたがたと一緒におられるでしょう。聖霊のバプテスマが注がれる身分でしょう。聖霊が臨まれると力を受けてエルサレムから地の果てにまでイエスの証人になる。この約束が明らかに明確にこれにたどり着いてこれだけが残る、他は知らなくてもよいとうなずくときまで告白し続けてください。分かっていると思わないでください。「もうイエス様はキリストだと告白したよ」とやったかのようにしないで続けて止めないでください。いつまででしょうか。使徒の働き1章6節、8節に来るまでそれを握っていて、他の今までの祈りとは違いそれを握って使徒の働き1章14節祈りに専念していた。これだけにすべてを懸けて、本当に聖霊のバプテスマがすべてだと思って、それにすべてを懸ける祈り、祈りに専念する、祈りに集中する祈りの方に行くことができるまで告白し続けてください。イエス様への告白は問題が解決したからやめる、あるいは問題があるからやめる、問題があったときには「イエス様」と言い、終わったら止めるというものではないということを覚えていてください。イエス様への告白、イエス様への信仰は絶対にあきらめていけない、あきらめる理由、止められる理由は宇宙に存在しないことを心に留めていただきたいと思います。これから死ぬときまで私たちは人それぞれ能力も違うし人柄も違う、また個性も違うし置かれている状況もいろいろ違います、課題なども違います。関係ありません。それぞれその中でイエス様を呼び続け、イエス様への信仰告白を止めないでずっと続けてください。いつまででしょうか。使徒の働き1章6節、8節が見えてくるまで。それがクリスチャンの特権ですから。あなたがたは世にいますが世の人間ではなく神の国の民です。この世の中に、あなたの家庭に神の国が臨まれるための中間のはしごのような存在です。今まで心配して気にしていたものは知らなくてもよい。どうすればよいのか。それもいりません。聖霊のバプテスマを受けると皆さんも変わり、周りも変わり、すべてに神の答えが与えられます。私たちはそれを待つだけです。それだけに絞って祈る集中祈りができるそのときまでイエス・キリストを告白し続けてください。たぶん、今までの私の経験で言いますと、いろいろな理由で、また自分も気づかないうちにイエス様に対しての告白を忘れてどこかで見落としてしまいます。それを悪いというわけではありません。今までの体質があるので、それをまたしっかり拾ってずっと続けられるように気を配っていただきたいと思います。約束します。奇跡が起こります。必ず、奇跡が起こります。それがクリスチャンの私たち、レムナント教会の信徒の皆さんが今、どんな状況でどんな状態であろうが、私たちがしっかり立つべき定位置がそこです。そこに戻るようにしてください。なにも心配しないで気にしないでイエスを呼び求めて続けていただきたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。盲人がいろいろな邪魔、妨害があるにもかかわらず、絶対に止めるわけにはいかない、あきらめてはいけない絶対的な理由が分かっていたのでイエス様を呼び求めて続けた結果、救いの祝福に預かり、新しい人生、勝利の人生の主人公になったことを教えられました。私たちは幸いこのイエス様のことを信じることができました。これからはイエス様のことを教会に行くときに呼ぶ名前ではなく、一生いつでもどんなときでも常にまた優先にイエス様のことを呼び求め続け、そして、使徒の働き1章14節の祈りに集中するその祈りに行くまで求め続け、告白し続けることができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
6

